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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 101,855 12.3 10,719 34.3 13,212 21.9 7,948 23.4 

26年３月期第３四半期 90,730 22.4 7,979 69.8 10,839 105.3 6,441 137.7 
 
（注）包括利益 27年３月期第３四半期 14,239 百万円 （6.2％）   26年３月期第３四半期 13,412 百万円 （196.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 164.67 － 

26年３月期第３四半期 133.69 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 159,314 75,154 41.7 1,375.50 

26年３月期 142,531 62,933 39.0 1,153.02 
 
（参考）自己資本 27年３月期第３四半期 66,442 百万円   26年３月期 55,617 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 7.00 － 18.00 25.00 

27年３月期 － 15.00 －    

27年３月期（予想）       25.00 40.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有    

配当予想の修正については、本日（平成27年２月９日）公表いたしました「配当予想の修正（増配）に関するお知

らせ」をご覧ください。 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 137,000 9.9 13,600 19.3 16,100 10.9 9,400 26.6 194.72 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 有    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 49,757,821 株 26年３月期 49,757,821 株 

②  期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 1,453,414 株 26年３月期 1,521,291 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 48,266,226 株 26年３月期３Ｑ 48,184,663 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載させている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.２「１．当四半期

決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）における世界経済情勢は、米国経済

は緩やかな回復基調が持続しましたが、中国をはじめとする新興国経済の成長鈍化、欧州での景気回復のもたつき

等でやや不透明感が増す状況となりました。

 日本経済は、消費税率引上げによる消費への影響は見られるものの、金融緩和政策による企業業績回復の流れは

持続しました。

 このような経済環境のもと、当社事業においては自動車・建設機械業界向け事業と舶用業界向け事業が引き続き

堅調に推移しました。

 その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結売上高は1,018億55百万円（前年同期比12.3％増）

、連結営業利益は107億19百万円（前年同期比34.3％増）、連結経常利益は132億12百万円（前年同期比21.9％増）

、連結四半期純利益は79億48百万円（前年同期比23.4％増）となりました。

 

セグメント別の事業状況は次のとおりであります。

[自動車・建設機械業界向け事業]

 当業界向け事業は、中国の建設機械向け製品が伸び悩みましたが、自動車向け製品の販売が欧州を中心に堅調に

推移したことから、当セグメントの連結売上高は632億68百万円（前年同期比10.6％増）、連結営業利益は73億88

百万円（前年同期比43.9％増）となりました。

[一般産業機械業界向け事業]

 当業界向け事業は、国内電力向け製品は伸び悩みましたが、東南アジア・インドでの販売が堅調に推移したこと

から、当セグメントの連結売上高は241億14百万円（前年同期比9.8％増）、連結営業利益は17億１百万円（前年同

期比5.8％増）となりました。

[舶用業界向け事業]

 当業界向け事業は、中国をはじめとして新造船向け製品の販売が増加したこと、並びに欧州を中心に交換部品需

要が堅調に推移したことから、当セグメントの連結売上高は92億89百万円（前年同期比19.5％増）、連結営業利益

は17億７百万円（前年同期比25.4％増）となりました。

[航空宇宙・光工学業界向け事業]

 当業界向け事業は、前第３四半期連結会計期間に光工学業界向け事業を譲り受けましたが、イメージング分野が

伸び悩みました。その結果、当セグメントの連結売上高は51億81百万円（前年同期比36.4％増）、連結営業損失は

94百万円（前年同期は営業損失１億28百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

[資産]

 当第３四半期連結会計期間末の資産は1,593億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ167億83百万円増加いた

しました。これは主として有形固定資産の増加59億10百万円、投資有価証券の増加42億54百万円、受取手形及び売

掛金の増加24億92百万円、たな卸資産の増加18億６百万円、現金及び預金の増加13億88百万円によるものでありま

す。

[負債]

 当第３四半期連結会計期間末の負債は841億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ45億62百万円増加いたし

ました。これは主としてその他の流動負債の増加24億49百万円、借入金の増加16億47百万円によるものでありま

す。

[純資産]

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は751億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ122億20百万円増加いた

しました。これは主として利益剰余金の増加58億96百万円、為替換算調整勘定の増加44億91百万円、少数株主持分

の増加13億95百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、連結売上高1,370億円、営業利益

136億円、経常利益161億円、当期純利益94億円に修正しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員

の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更致しました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が６億40百万円増加し、利益剰余金が４億59

百万円減少、少数株主持分が47百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25

年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、本実務対応報告が定める経過的な取扱いを適用

し、本実務対応報告の適用初年度の期首より前に締結された信託契約に係る会計処理については、本実務対応報告

の方法によらず、従来採用していた方法を継続しております。

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法について、従来、当社及び一部の国内連結子会社は定率法

によっておりましたが（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については定額

法）、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

 グローバルな生産体制の構築などによって当社グループにおける海外拠点の重要性が高まっていることを契機と

して減価償却方法の見直しを検討した結果、減価償却方法を定額法に変更することと致しました。これは、製造設

備等が耐用年数にわたり安定的な稼働が見込まれること、及び急激な陳腐化リスクが低いため、均等償却により費

用配分を行うことが有形固定資産の使用実態をより適切かつ合理的に反映させることができると判断したためであ

ります。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ４億96百

万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,593 20,982 

受取手形及び売掛金 30,112 32,604 

商品及び製品 4,964 5,324 

仕掛品 6,689 7,188 

原材料及び貯蔵品 4,824 5,772 

その他 5,953 7,249 

貸倒引当金 △324 △171 

流動資産合計 71,814 78,949 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,300 16,935 

機械装置及び運搬具（純額） 14,617 17,652 

その他（純額） 10,430 11,670 

有形固定資産合計 40,348 46,258 

無形固定資産    

のれん 4,983 4,501 

その他 1,547 1,819 

無形固定資産合計 6,530 6,321 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,171 22,425 

その他 6,219 5,887 

貸倒引当金 △276 △251 

投資損失引当金 △277 △277 

投資その他の資産合計 23,837 27,784 

固定資産合計 70,717 80,364 

資産合計 142,531 159,314 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,474 8,825 

短期借入金 14,731 13,475 

未払法人税等 3,116 2,458 

賞与引当金 2,029 1,382 

その他の引当金 859 790 

その他 18,551 21,001 

流動負債合計 46,762 47,933 

固定負債    

長期借入金 19,126 22,029 

退職給付に係る負債 12,122 12,476 

役員退職慰労引当金 93 36 

その他 1,492 1,685 

固定負債合計 32,835 36,227 

負債合計 79,597 84,160 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,490 10,490 

資本剰余金 11,485 11,501 

利益剰余金 34,348 40,245 

自己株式 △967 △942 

株主資本合計 55,358 61,295 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 299 476 

為替換算調整勘定 2,626 7,117 

退職給付に係る調整累計額 △2,666 △2,446 

その他の包括利益累計額合計 259 5,147 

少数株主持分 7,316 8,711 

純資産合計 62,933 75,154 

負債純資産合計 142,531 159,314 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 90,730 101,855 

売上原価 68,481 74,673 

売上総利益 22,248 27,181 

販売費及び一般管理費 14,269 16,462 

営業利益 7,979 10,719 

営業外収益    

受取利息 137 291 

受取配当金 108 76 

持分法による投資利益 1,635 1,619 

為替差益 1,198 817 

その他 529 645 

営業外収益合計 3,608 3,449 

営業外費用    

支払利息 500 490 

寄付金 110 114 

製品補償費 － 231 

その他 138 119 

営業外費用合計 748 956 

経常利益 10,839 13,212 

特別利益    

固定資産売却益 60 37 

負ののれん発生益 － 18 

その他 8 0 

特別利益合計 68 55 

特別損失    

固定資産売却損 6 34 

固定資産除却損 79 84 

その他 0 21 

特別損失合計 86 140 

税金等調整前四半期純利益 10,822 13,127 

法人税等 3,774 4,444 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,047 8,683 

少数株主利益 605 734 

四半期純利益 6,441 7,948 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 7,047 8,683 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 61 177 

為替換算調整勘定 3,244 4,247 

退職給付に係る調整額 － 267 

持分法適用会社に対する持分相当額 3,059 863 

その他の包括利益合計 6,365 5,556 

四半期包括利益 13,412 14,239 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 12,718 12,836 

少数株主に係る四半期包括利益 694 1,402 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・建

設機械業界

向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界

向け事業 

航空宇

宙・光工

学業界向

け事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 57,188 21,967 7,774 3,800 90,730 － 90,730 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
216 137 7 － 361 △361 － 

計 57,405 22,105 7,781 3,800 91,092 △361 90,730 

セグメント利益又は損失（△） 5,135 1,607 1,361 △128 7,976 3 7,979 

 （注）１．セグメント利益又は損失の調整額３百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・建

設機械業界

向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界

向け事業 

航空宇

宙・光工

学業界向

け事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 63,268 24,114 9,289 5,181 101,855 － 101,855 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
235 119 2 0 358 △358 － 

計 63,504 24,234 9,291 5,182 102,213 △358 101,855 

セグメント利益又は損失（△） 7,388 1,701 1,707 △94 10,702 16 10,719 

 （注）１．セグメント利益又は損失の調整額16百万円は、セグメント間取引消去であります。

    ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

② 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

③ 報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤

務費用の計算方法を同様に変更しております。

 なお、当該変更による各報告セグメント利益に及ぼす影響は軽微であります。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 「２．（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法について、当社及び一部の国内連結子会社の有

形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法を定額法に変更したことに伴い、事業セグメントの減価償却

費の計算方法を同様に変更しております。

 これにより、従来の方法によった場合に比べて当第３四半期連結累計期間のセグメント利益は、自動車・建

設機械業界向け事業で３億75百万円、一般産業機械業界向け事業で51百万円、舶用業界向け事業で28百万円増

加、セグメント損失は航空宇宙・光工学業界向け事業で41百万円減少しております。
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